
開 催 日 時

自治協議会名

司会者 　岩田佐俊 報告者 　嶋岡壯吉

参 加 人 数 12

・公共施設最適化方針で農村環境改善センターが廃止されるが、ここは避難所になっている。今

　伊賀市議会議長　様

名

・世の中に差別があるので子どもたちが不安がっている。議員も人権大学講座を受講してほしい。

・児童生徒の登下校時の安全対策として、信号機設置を要望しているが実現されない。国道163

・市の事業を支所長が説明に来るだけで地域が了承したと考えるのが市のパターンだ。部長クラ

　したい。

班長　　岩田　佐俊　　

・年度初めの異動時に、職員間で効果的な引継ぎをお願いする。前任者に依頼してあった要望が

　消えてしまうことがある。

・住民の声を行政に反映したいので、定例会前に議会報告会を開催できないか。

・大山田温泉福祉公社を10月１日に法人化した。今後３年間のさるびの温泉の指定管理者に応募

　口だと認識してほしい。

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

・平田の運動公園の草刈りを年６回開催しており、延べ180人が参加している状況である。市で

　後どうするのか。

平成２７年１０月２０日

報　　告　　書
　平成２７年１０月１６日（金）　　１９時３０分 ～２１時２０分

　岩田佐俊、嶋岡壯吉、福岡正康、森　正敏

開 催 場 所 　布引地区市民センター

・議員の行政視察の費用対効果はどうか。学んだことを伊賀流のまちづくりに生かしてほしい。

　号の交差点の白線も薄れている。教育委員会を通じて警察や道路管理者に要望してほしい。

・忍者を中心とした外国人誘客事業や伊賀市と志摩市との連携事業の費用対効果はどうか。

・市街地中心部へは周辺地域を通らないと行くことができない。周辺地域は中心市街地への玄関

　布引地域住民自治協議会

　　　　　平成２７年度議会報告会３班

出 席 議 員
記録者 　森　正敏

【主な意見・提言等】

　スが説明に来るべきだ。

・寝屋川の事件解決は防犯カメラが設置されていたからである。犯罪防止の観点から、防犯カメ

　ラの設置をお願いする。

　何とかならないか。

・市営住宅家賃の異常滞納はおかしい。きちっとした徴収システムをつくるべきだ。


